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9.	
 	
 研究実績の概要	
 

下欄には、当該年度に実施した研究の成果について、その具体的内容、意義、重要性等を、交付申請書に記載した	
 

「研究の目的」、「研究実施計画」に照らし、600 字～800 字で、できるだけ分かりやすく記述すること。また、国立	
 

情報学研究所でﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ化するため、図、ｸﾞﾗﾌ等は記載しないこと。	
 

本研究では、カーボンナノチューブ	
 (CNT)	
 の光励起を介した酸化還元反応を利用して、任意の CNT

だけを合目的に分離・精製することを目指した。任意の CNT 異性体に対し、その電子準位に合う適切

な電子供与体	
 (D)	
 および電子受容体	
 (A)	
 を可溶化剤とし、光励起が介在した電子授受によりその可

溶化能を失うよう分子を設計する。これにより、電子状態依存的に特定成分の CNT を回収できると期

待した。本年度ではまず、D 分子として Cu(II)とバソフェナントロリンジスルホン酸	
 (BPS)	
 との 1	
 :	
 

2 錯体が可溶化剤として適切であることを明らかにした。さらに、Cu(I)に対する配位能が高いバソ

クプロインジスルホン酸	
 (BCS)	
 の共存下で、Fe(II)による還元反応を行った結果、CNT と分子構造

的に相互作用することができないCu(I)(BCS)2およびFe(II)(BPS)3錯体の生成によりCNTが完全に凝

集した。凝集は還元反応を起点としているため、今後 CNT の光励起を利用した還元反応を検討する上

で、Cu(II)(BPS)2錯体が D 分子として有効である。	
 

続いて、上述のような可溶化分子の立体構造の変化が、カーボンマテリアル分散状態に与える影響

を評価するため、評価の容易なフラーレン C60をターゲットとした可溶化を試みた。pH により開閉機

能を有する環状分子・シクロデキストリン	
 (CD)	
 を合成し、CD による C60の包接挙動を評価した。pH

が中性域では、CD が開構造をとるため C60と 2	
 :	
 1 錯体を形成したが、弱酸性になると CD が閉構造

をとるため、C60が CD から離脱した。この結果は、C60のような疎水性分子であれば、pH によりその

包接を制御できることを示しており、例えば生体中における弱酸性環境場を特異的に認識して疎水性

薬剤を放出できるシステムが構築できると期待される。	
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